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和
泉
式
部
と
「
あ
や
め
草
」

金
　
子
　
紀
　
子

一
　
は
じ
め
に

和
泉
式
部
の
歌
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
学
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
千
五
百
余
首
の
詠
歌
の
う
ち
に
は
、
伝
統
的
か
つ
凡
庸
な
詠
作
と
み
な
さ
れ
て
ま
だ
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
歌
も
数
多

く
存
在
し
、
和
泉
式
部
の
歌
の
本
質
の
解
明
に
は
、
こ
れ
ら
の
一
見
非
個
性
的
な
歌
に
つ
い
て
も
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、「
菖
蒲
」「
あ
や
め
草
」
の
歌
を
取
り
上
げ
、
分
析
を
試
み
た
い
。「
あ
や
め
草
」
の
歌
と
は
、
詞
書
、
ま
た
は
歌

の
中
に
「
菖
蒲
」「
あ
や
め
草
」「
あ
や
め
」
の
語
が
入
っ
て
い
る
歌
を
い
う
。
和
泉
式
部
は
「
あ
や
め
草
」
の
歌
を
『
和
泉
式
部
集

）
1

（
注

』
で

二
七
首
、『
詞
花
和
歌
集
』
に
一
首
、『
和
泉
式
部
日
記
』
に
一
首
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
、
勅
撰
集
に
の
み
あ
る
『
詞
花
和
歌
集
』
の

一
首
の
ほ
か
勅
撰
集
に
他
出
し
て
い
る
の
は
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
一
首
、『
続
古
今
和
歌
集
』
に
一
首
の
み
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
当
時

に
お
い
て
も
和
泉
式
部
の
歌
と
し
て
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
歌
が
多
い
。

和
泉
式
部
以
前
に
「
あ
や
め
草
」
を
複
数
詠
ん
で
い
る
歌
人
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。『
貫
之
集
』（
正
保
版
歌
仙
歌
集
本

）
2

（
注

）
は
全
八
八
九

首
の
う
ち
八
首
、『
能
宣
集
』（
西
本
願
寺
本

）
3

（
注

）
は
全
四
八
五
首
の
う
ち
一
七
首
、
同
時
代
の
『
赤
染
衛
門
集
』（
榊
原
本
）
4

（
注

）
で
も
全

六
一
四
首
の
う
ち
、
贈
答
歌
の
赤
染
衛
門
自
身
の
歌
一
一
首
が
確
認
で
き
る
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
平
安
中
期
ま
で
の
「
あ
や
め

草
」
を
詠
ん
で
い
る
歌
人
の
中
で
も
歌
数
が
多
い
方
で
あ
る
。
和
泉
式
部
の
場
合
、『
和
泉
式
部
集
』
一
五
四
九
首
（
重
複
、
重
出
歌
を

含
む
）
の
う
ち
に
二
七
首
あ
り
、
母
数
が
違
う
の
で
一
概
に
比
較
は
で
き
な
い
が
、
や
は
り
「
あ
や
め
草
」
の
詠
歌
数
は
他
の
歌
人
よ
り
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多
い
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
平
凡
な
歌
材
、
詠
歌
と
し
て
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
「
あ
や
め
草
」
を
め
ぐ
る
歌
は
、
案
外
和
泉
式
部

の
詠
作
の
特
質
と
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

「
菖
蒲
」（
あ
や
め
草
）
は
、
五
月
五
日
の
節
供
に
欠
か
せ
な
い
植
物
で
あ
る
。『
枕
草
子
』
に
は
「
節
は
五
月
五
日
に
し
く
月
は
な
し
。

菖
蒲
、
蓬
な
ど
の
か
を
り
あ
ひ
た
る
、
い
み
じ
う
を
か
し
」（
第
三
七
段
）
を
は
じ
め
、
他
に
も
数
カ
所
菖
蒲
を
賞
美
す
る
記
述
が
見
ら

れ
る
。「
枕
草
子
」
第
六
四
段
で
「
草
は
菖
蒲
」
と
い
い
切
っ
て
い
る
こ
の
清
少
納
言
（
し
か
し
、『
清
少
納
言
集
』
に
は
「
あ
や
め
草
」

詠
は
な
い
）
と
和
泉
式
部
が
、「
あ
や
め
草
」
を
媒
介
に
歌
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

「
あ
や
め
草
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
五
月
五
日
の
「
折
」
の
も
の
で
あ
る
。
和
泉
式
部
の
「
あ
や
め
草
」
の
歌
が
ど
の
よ
う
な
場
で
詠

ま
れ
た
か
を
確
認
す
る
と
、
概
ね
、
五
月
五
日
を
意
識
し
て
い
る
歌
、
夏
の
歌
、
題
詠
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
五
月
五

日
」
に
関
わ
る
歌
が
、『
和
泉
式
部
集
』、『
詞
花
和
歌
集
』、『
和
泉
式
部
日
記
』
の
歌
を
含
め
る
と
全
二
九
首
の
う
ち
二
三
首
を
占
め
る
。

こ
の
よ
う
に
和
泉
式
部
に
「
あ
や
め
草
」
詠
が
多
い
の
は
、「
折
」
を
と
ら
え
て
歌
を
詠
む
の
に
、
興
味
を
引
か
れ
る
歌
材
で
あ
っ
た
こ

と
が
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
見
通
し
の
も
と
、
和
泉
式
部
の
「
あ
や
め
草
」
の
歌
に
つ
い
て
、
他
の
歌
人
と
の
比
較
も
加
え
て
考
察
し
た
い
。

二
　
歌
材
と
し
て
の
「
あ
や
め
草
」

植
物
と
し
て
の
「
菖
蒲
」
と
は
、
サ
ト
イ
モ
科
の
多
年
草
で
、
い
わ
ゆ
る
花
の
咲
く
ア
ヤ
メ
科
の
「
ア
ヤ
メ
」、「
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
」
で

は
な
い
。「
和
歌
植
物
表
現
辞
典

）
5

（
注

」
に
よ
れ
ば
、「
北
半
島
の
温
帯
か
ら
熱
帯
の
水
辺
に
群
生
す
る
多
年
草
。
根
は
横
に
這
い
、
枝
分
か
れ

が
多
い
。
植
物
全
体
、
特
に
地
下
茎
に
芳
香
が
あ
る
。」
と
あ
る
。
菖
蒲
は
、
そ
の
芳
香
が
邪
気
を
払
い
長
寿
の
源
と
考
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
。
そ
の
起
源
は
中
国
に
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
日
本
に
伝
わ
り
、
五
月
五
日
の
端
午
の
節
供
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
。
葉
は
軒
に
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葺
い
て
邪
気
を
払
い
、
根
は
引
い
て
人
に
贈
り
、
根
の
長
さ
を
競
べ
た
り
、
根
を
袂
に
か
け
て
長
寿
息
災
を
願
う
素
材
と
な
っ
た
。
ま
た

薬
玉
の
材
料
に
も
な
っ
た
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
和
歌
の
歌
材
と
し
て
「
あ
や
め
草
」
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。

な
お
、「
菖
蒲
」
は
漢
語
で
詞
書
に
は
使
わ
れ
る
が
、
和
歌
の
表
現
と
し
て
は
「
あ
や
め
草
」
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
に
は
「
あ
や
め
草
」
は
、
十
二
首
詠
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
巻
一
山
前
王
の
歌
（
四
二
三
）
と
、
巻
十
古
詠
（
一
九
五
五
）

と
そ
の
重
出
歌
（
四
〇
三
五
）
を
除
い
た
九
首
、
す
な
わ
ち
巻
八
（
一
四
九
〇
）、
巻
十
八
（
四
〇
八
九
、四
一
〇
一
、四
一
〇
二
、

四
一
一
六
、）
巻
十
九
（
四
一
六
六
、四
一
七
五
、四
一
七
七
、四
一
八
〇
）
は
、
大
伴
家
持
の
詠
で
あ
る
。
そ
し
て
四
一
〇
二
歌
を
除
く
す

べ
て
に
お
い
て
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
「
あ
や
め
草
」
の
語
の
数
句
前
か
、
直
前
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
霍
公
鳥
を
詠
む
（
鳥
を
詠

む
）
意
の
詞
書
を
も
つ
も
の
が
六
首
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
詠
歌
の
中
心
は
「
霍
公
鳥
」
で
あ
っ
て
、「
あ
や
め
草
」
で
は
な
い
。
例
え
ば

次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。

大
伴
家
持
が
霍
公
鳥
の
歌
一
首

ほ
と
と
ぎ
す
　
待
て
ど
来
鳴
か
ず
　
あ
や
め
草
　
玉
に
貫
く
日
を
　
い
ま
だ
遠
み
か 

巻
第
八
　（
一
四
九
〇
）

霍
公
鳥
を
感
む
る
情
に
飽
か
ず
し
て
、
懐
を
述
べ
て
作
る
歌
一
首
〈
并
せ
て
短
歌
〉

春
過
ぎ
て
　
夏
来
向
か
へ
ば
　
あ
し
ひ
き
の
　
山
呼
び
と
よ
め
　
さ
夜
中
に
　
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す

初
声
を
　
聞
け
ば
な
つ
か
し
　
あ
や
め
草
　
花
橘
を
　
貫
き
交
へ
　
か
づ
ら
く
ま
で
に
　
里
と
よ
め

鳴
き
渡
れ
ど
も
　
な
ほ
し
偲
は
ゆ 

巻
第
十
九
　（
四
一
八
〇
）

他
の
「
あ
や
め
草
」
は
「
花
橘
を
玉
に
貫
き
一
に
『
貫
き
交
へ
』
縵
に
せ
む
と
」（
四
二
三
）、「
花
橘
に
　
貫
き
交
へ
　
鬘
に
せ
よ
と
」

（
四
一
〇
一
）、「
花
橘
を
娘
子
ら
が
　
玉
貫
く
ま
で
に
」（
四
一
六
六
）
な
ど
と
表
現
さ
れ
、
こ
れ
を
見
る
と
「
あ
や
め
草
」
は
「
花
橘
」
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と
と
も
に
、「
玉
」
に
貫
き
、「
縵
」
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
節
会
の
行
事
に
使
わ
れ
る
、「
菖
蒲
蔓
」「
薬
玉
」

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
表
現
と
し
て
特
徴
的
な
の
は
、「
縵
に
せ
む
と
」、「
い
ま
だ
遠
み
か
」、「
玉
貫
く
ま
で
に
」
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
五
月
五

日
以
前
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
五
月
の
行
事
は
意
識
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
主
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
五
月
の
鳥
で
あ
る
「
ほ

と
と
ぎ
す
」
と
取
り
合
わ
せ
る
た
め
の
あ
る
一
日
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
前
後
の
表
現
を
見
る
と
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
導
か
れ
て
、

「
あ
や
め
草
」
が
詠
ま
れ
て
お
り
、「
あ
や
め
草
」
は
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
五
月
の
景
物
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』

の
「
あ
や
め
草
」
は
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
結
び
つ
け
て
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
掛
詞
の
使
用
は
見
ら
れ
な
い
。

『
古
今
和
歌
集
』
に
な
る
と
、「
あ
や
め
草
」
の
歌
は
次
の
一
首
の
み
で
あ
る
。

『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
一
恋
歌
一

題
不
知 

 
 

 
 

読
人
し
ら
ず

ほ
と
ゝ
ぎ
す
鳴
く
や
さ
月
の
あ
や
め
草
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
恋
も
す
る
哉
（
四
六
九
）

こ
の
歌
の
上
句
は
、
万
葉
集
の
表
現
に
見
ら
れ
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
五
月
に
は
あ
や
め
草
…
」（
四
二
三
）、「
ほ
と
と
ぎ
す
来
鳴
く

五
月
の
あ
や
め
草
…
」（
四
一
〇
一
）
の
表
現
を
ふ
ま
え
て
い
る
が
、
こ
の
歌
の
上
句
は
下
句
の
「
あ
や
め
も
知
ら
ぬ
」
を
導
き
だ
す
も

の
で
あ
り
、
万
葉
集
歌
と
は
違
い
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
は
主
役
で
は
な
い
。
ま
た
、「
あ
や
め
草
」
は
「
文
目
（
条
理
）」
と
掛
詞
が
使
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
恋
歌
」
に
分
類
さ
れ
る
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
あ
や
め
草
」
の
表
現
の
変
化
は
こ
れ
以
降
よ

り
明
確
に
な
る
。

一
方
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
「
あ
や
め
草
」
を
同
時
に
詠
ん
だ
歌
は
、
平
安
時
代
で
は
古
今
集
の
あ
と
の
勅
撰
集
に
お
い
て
は
『
拾
遺
和

歌
集
』
巻
第
二
夏
（
一
一
一
　
醍
醐
天
皇
）
に
一
首
の
み
（
屏
風
歌
）
で
あ
る
。
私
家
集
に
お
い
て
は
、
平
安
中
期
の
歌
人
詠
に
も
散
見
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さ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
「
あ
や
め
草
」
を
取
り
合
わ
せ
る
発
想
は
す
た
れ
て
い
く
。

勅
撰
集
で
は
「
あ
や
め
草
」
を
含
む
歌
は
、
前
掲
の
『
古
今
和
歌
集
』
は
一
首
の
み
、『
後
撰
和
歌
集
』
に
は
な
く
、『
拾
遺
和
歌
集
』

九
首
で
あ
る
。『
後
拾
遺
和
歌
集
』
十
一
首
、
後
に
『
金
葉
和
歌
集
』
に
お
い
て
は
じ
め
て
夏
部
に
八
首
、
ま
と
ま
っ
た
歌
群
を
な
す
。

『
拾
遺
和
歌
集
』
に
見
ら
れ
る
「
あ
や
め
草
」
の
用
例
は
、
巻
二
夏
に
四
首
（
一
〇
八
、一
〇
九
、一
一
〇
、一
一
一
）
登
場
し
、
巻
九
雑
下

に
一
首
（
五
七
二
）、
巻
十
二
恋
二
に
二
首
（
七
六
七
、七
六
八
）、
巻
二
十
哀
傷
に
二
首
（
一
二
八
〇
、一
二
八
一
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

五
月
五
日
を
意
識
し
た
歌
は
五
首
、
概
ね
五
日
前
後
の
三
首
、
そ
の
他
一
首
で
あ
る
。
夏
部
の
「
あ
や
め
草
」
歌
四
首
は
歌
合
一
首

（
一
〇
八
）、
屏
風
歌
二
首
（
一
〇
九
、一
一
一
）、
夏
歌
一
首
で
（
一
一
〇
）
で
あ
る
が
、
次
は
五
月
五
日
の
歌
で
あ
る
。

屏
風
に 

 
 

 
 

大
中
臣
能
宣

昨
日
ま
で
よ
そ
に
思
し
菖
蒲
草
今
日
我
が
宿
の
つ
ま
と
見
る
哉
（『
拾
遺
和
歌
集
』
一
〇
九
）

題
知
ら
ず 

 
 

 
 

よ
み
人
知
ら
ず
（
賀
茂
保
憲
女
）

今
日
見
れ
ば
玉
の
台
も
な
か
り
け
り
菖
蒲
の
草
の
庵
の
み
し
て
（『
拾
遺
和
歌
集
』
一
一
〇
）

こ
れ
ら
は
五
月
五
日
に
宮
中
か
ら
民
家
ま
で
菖
蒲
を
葺
き
わ
た
し
た
情
景
（
一
一
〇
）
と
、
軒
に
葺
い
た
菖
蒲
草
を
、
今
日
五
月
五
日

に
見
れ
ば
我
が
家
の
軒
の
端
、
妻
と
み
る
（
一
〇
九
）
と
い
う
、
節
供
の
折
の
歌
で
あ
り
、
主
体
は
「
あ
や
め
草
」
で
あ
る
。

次
の
恋
部
二
首
は
「
あ
や
め
草
」
は
自
身
を
表
現
し
て
い
る
。

五
月
五
日
、
あ
る
女
の
も
と
に
遣
は
し
け
る 

よ
み
人
知
ら
ず

い
つ
か
と
も
思
は
ぬ
沢
の
菖
蒲
草
た
ゞ
つ
く
〴
〵
と
音
こ
そ
泣
か
る
れ
（『
拾
遺
和
歌
集
』　
七
六
七
）

題
知
ら
ず 

 
 

 
 

躬
恒

生
ふ
れ
ど
も
駒
も
す
さ
め
ぬ
菖
蒲
草
か
り
に
も
人
の
こ
ぬ
が
わ
び
し
さ
（『
拾
遺
和
歌
集
』　
七
六
八
）
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『
拾
遺
和
歌
集
』
の
「
あ
や
め
草
」
の
歌
は
、
菖
蒲
が
葺
か
れ
た
軒
の
「
端つ

ま

」
を
「
妻
」、「
あ
や
め
草
」
の
「
根
」
が
「
音
」（
郭
公
の

鳴
く
音
、
泣
く
音
）、「
根
こ
そ
流
る
れ
」
と
「
音
こ
そ
泣
か
る
れ
」、「
刈
り
」
と
「
仮
」
な
ど
と
、「
あ
や
め
草
」
に
関
わ
る
掛
詞
が
多

数
認
め
ら
れ
る
。

『
拾
遺
和
歌
集
』
に
お
い
て
は
、「
あ
や
め
草
」
と
い
う
歌
材
が
持
つ
主
な
特
質
が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
て
い
る
。
た
だ
、「
あ
や
め
草
」
を

「
引
く
」
詠
は
見
ら
れ
な
い
。

次
に
「
あ
や
め
草
」
の
用
例
の
多
い
『
貫
之
集
』、『
能
宣
集
』、『
赤
染
衛
門
集
』
に
お
い
て
「
あ
や
め
草
」
の
用
例
を
考
察
す
る
。

『
貫
之
集
』
の
「
あ
や
め
草
」
の
歌
は
、
延
喜
年
間
の
屏
風
歌
に
四
首
、
天
慶
の
屏
風
歌
に
四
首
、
計
八
首
み
ら
れ
る
。
屏
風
歌
で
あ

る
か
ら
、
詠
歌
時
期
は
五
月
と
は
限
ら
な
い
。
延
喜
年
間
の
屏
風
歌
と
、
天
慶
年
間
の
そ
れ
と
は
約
二
十
年
の
開
き
が
あ
り
、
天
慶
八
年

（
九
四
五
）
の
屏
風
歌
は
、
最
晩
年
の
作
と
な
る
。
こ
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
延
喜
十
九
年
（
九
一
九
）
の
屏
風
歌
で
あ
る
。

五
月
五
日

あ
や
め
草
根
長
き
命
つ
げ
ば
こ
そ
今
日
と
し
な
れ
ば
人
の
引
く
ら
め
（『
貫
之
集
』
一
三
一
）

こ
の
「
あ
や
め
草
根
長
き
」
と
い
う
表
現
は
、
延
喜
年
間
の
屏
風
歌
に
二
首
、
天
慶
年
間
の
屏
風
に
三
首
確
認
で
き
、
い
ず
れ
も
「
あ

や
め
草
」
は
そ
の
根
の
長
さ
が
尊
ば
れ
、
長
寿
の
祝
い
の
歌
の
表
現
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

延
喜
御
時
、
内
裏
御
屏
風
の
歌
　
廿
六
首 

 

（
の
う
ち
）

菖
蒲
と
れ
る
所
、
又
、
か
ざ
せ
る
も
あ
り

あ
や
め
草
根
長
き
と
れ
ば
沢
水
の
深
き
心
は
知
り
ぬ
べ
ら
な
り
（
二
二
七
）

郭
公
声
き
ゝ
し
よ
り
あ
や
め
草
か
ざ
す
五
月
と
知
り
に
し
も
の
を
（
二
二
八
）

こ
の
歌
は
詞
書
を
み
る
と
、
画
を
見
て
の
詠
と
わ
か
る
。
二
二
八
で
は
「
あ
や
め
草
」
は
「
ほ
と
と
ぎ
す
」「
か
ざ
し
」
と
と
も
に
詠



―7―

込
ま
れ
、「
あ
や
め
草
」
に
よ
っ
て
「
五
月
」
が
意
識
さ
れ
る
と
詠
む
も
の
で
あ
る
。

『
貫
之
集
』
に
お
い
て
は
、
屏
風
歌
の
中
で
「
あ
や
め
草
」
は
「
根
長
き
」
こ
と
が
大
事
で
、「
長
寿
」
の
象
徴
と
し
て
、
ま
た
五
月
そ

の
も
の
を
表
わ
す
も
の
と
扱
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
天
慶
年
間
の
屏
風
歌
で
は
、
特
に
類
型
化
さ
れ
た
儀
礼
的
な
歌
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

『
能
宣
集
』
で
は
、「
あ
や
め
草
」
は
十
七
首
あ
る
が
、
ま
ず
ほ
ぼ
五
月
五
日
の
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
、
縁
語
、
掛
詞
の
表
現
が
多
く
見

ら
れ
る
。
ま
た
、「
根
を
引
く
」「
根
を
贈
る
」
と
い
う
行
為
も
詠
ま
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
屏
風
歌
で
は
次
の
歌
が
あ
る
。

五
月
五
日
、
庭
の
卯
つ
ぎ
の
う
へ
に
聞
く

今
日
ひ
け
る
菖
蒲
の
草
に
時
鳥
ね
を
比
べ
に
や
我
が
や
ど
に
鳴
く
（『
能
宣
集
』
一
二
）

五
月
五
日
、
女
ど
も
端
に
ゐ
て
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
聞
く

時
鳥
軒
の
ま
近
く
な
く
な
る
は
あ
や
め
の
草
に
ね
に
や
む
つ
る
る
（『
能
宣
集
』
八
六
）

こ
れ
ら
は
、
伝
統
的
な
時
鳥
と
あ
や
め
草
の
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
が
、「
今
日
ひ
け
る
菖
蒲
」
の
「
根
」
と
「
時
鳥
」
の
鳴
く
「
音
」

の
長
さ
を
く
ら
べ
る
つ
も
り
か
と
い
う
表
現
（
一
二
）
や
、
女
達
が
端
に
い
て
、
軒
に
葺
か
れ
た
「
あ
や
め
草
」
に
時
鳥
が
た
わ
む
れ
て

い
る
、
そ
の
時
鳥
を
き
く
（
八
六
）
と
い
う
表
現
は
、
貫
之
の
屏
風
歌
で
は
見
ら
れ
な
い
発
想
の
歌
で
あ
る
。

ま
た
、「
あ
や
め
草
の
根
」
を
贈
る
次
歌
が
あ
り
、「
ね
の
み
か
か
る
袖
か
な
」
は
和
泉
式
部
の
歌
（
第
三
節
に
後
述
）
に
も
詠
ま
れ
て
い
る
。

お
も
ふ
こ
と
は
べ
る
を
、
問
ひ
侍
ら
ぬ
女
に
、
同
じ
日
菖
蒲
の
ね
に
つ
け
て

あ
は
れ
と
も
問
は
ぬ
に
し
げ
る
あ
や
め
草
つ
ゆ
け
き
ね
の
み
か
か
る
袖
か
な
（『
能
宣
集
』
一
四
）

ま
た
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
あ
や
め
草
を
引
く
」
は
次
の
歌
に
見
ら
れ
る
が
、「
時
く
れ
ど
ひ
く
人
も
な
き
」、
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「
時
鳥
も
の
忘
れ
す
る
」
な
ど
を
見
れ
ば
「
五
月
五
日
に
菖
蒲
を
引
く
」
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
、
五
月
五
日
歌
の
主
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

  

五
月
五
日
。
ま
ら
う
ど
め
き
た
る
人
ま
で
き
て
、
前
な
る
池
に
菖
蒲
の
お
ひ
た
る
を
見
て
、
今
日
ま
で
か
く
て
あ
る
よ
、

な
ど
い
ひ
侍
れ
ば

時
く
れ
ど
ひ
く
人
も
な
き
わ
が
や
ど
に
あ
や
な
く
お
ふ
る
菖
蒲
草
か
な
（『
能
宣
集
』
一
六
五
）

同
じ
と
こ
ろ
、
時
鳥
鳴
か
ぬ
こ
ろ

あ
や
め
草
引
く
を
も
見
て
き
時
鳥
も
の
忘
れ
す
る
年
か
と
ぞ
み
る
（『
能
宣
集
』
三
七
三
）

「
根
」
が
「
寝
」
に
つ
な
が
る
表
現
は
、
次
の
例
が
あ
る
。

  

五
月
節
き
こ
し
め
す
に
、
五
日
の
夕
べ
、
知
り
た
る
人
の
桟
敷
に
と
ど
ま
り
て
は
べ
る
に
、
う
へ
の
人
々
ま
で
き
て
、
女

に
も
の
い
ひ
侍
り
て
、
今
宵
こ
こ
に
は
べ
ら
ん
、
な
ど
い
ひ
侍
り
け
れ
ば
、
女
に
か
は
り
て

あ
や
め
ぐ
さ
今
日
ば
か
り
な
る
や
ど
な
れ
ば
な
に
か
は
人
に
ね
を
も
み
す
べ
き
（『
能
宣
集
』
三
七
）

次
の
「
根
合
」
の
歌
三
首
は
「
こ
れ
は
根
合
わ
せ
の
記
録
と
し
て
は
も
っ
と
も
古
い
記
録
で
あ
る

）
6

（
注

。」
と
す
る
。

五
月
五
日
、
あ
る
と
こ
ろ
に
、
昌マ

マ

蒲
の
根
比
ぶ
る
哥
、
と
は
べ
れ
ば

水
底
に
あ
り
と
い
ふ
な
る
白
玉
は
あ
や
め
ね
ぐ
べ
く
長
く
つ
ら
ぬ
け
（『
能
宣
集
』
三
六
八
）

同
じ
こ
と
に
、
州
浜
に
鶴
を
立
て
て
、
昌
蒲
を
く
は
せ
て
、
書
く
れ
う
に

ち
よ
よ
さ
す
み
ぎ
は
の
た
づ
も
年
ご
と
に
今
日
の
あ
や
め
は
か
み
に
と
ぞ
思
ふ
（
同
三
六
九
）

ま
た
、
昌
蒲
を
舟
に
作
り
て
、
釣
り
す
る
人
の
せ
た
り

釣
り
の
を
の
糸
よ
り
長
き
あ
や
め
草
ね
な
が
ら
引
き
て
い
ざ
く
ら
べ
み
む
（
同
三
七
〇
）
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能
宣
の
「
あ
や
め
草
」
の
歌
は
あ
る
程
度
多
い
が
、
ほ
ぼ
貴
族
の
舘
の
節
の
賑
わ
い
や
、
季
節
を
賞
美
す
る
貴
族
や
女
房
た
ち
の
日
常

の
歌
で
あ
る
。
恋
歌
め
い
た
も
の
や
、
服
喪
中
と
見
ら
れ
る
歌
も
あ
る
が
、
五
月
五
日
の
賀
の
や
り
と
り
で
あ
る
。
大
中
臣
能
宣
は
和
泉

式
部
よ
り
も
一
時
代
前
の
歌
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
能
宣
の
亡
く
な
っ
た
年
（
九
九
一
）
の
こ
ろ
和
泉
式
部
も
お
よ
そ
十
代
で
あ

り
、
そ
の
孫
娘
の
伊
勢
大
輔
と
和
泉
式
部
が
親
し
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
和
泉
式
部
自
身
が
大
歌
人
で
あ
る
能
宣
の
歌
に
ふ
れ
る
機

会
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
後
の
和
泉
式
部
の
「
あ
や
め
草
」
歌
に
み
る
縁
語
、
掛
詞
の
類
が
既
に
能
宣
の
歌
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

同
時
代
の
『
赤
染
衛
門
集
』
に
み
る
「
あ
や
め
草
」
歌
は
、
自
身
の
歌
は
十
一
首
で
、
贈
答
歌
の
返
歌
が
八
首
あ
る
。「
あ
や
め
草
」

自
体
の
用
例
と
し
て
は
、「
根
」
は
泣
く
「
音
」
に
か
け
ら
れ
、
ね
を
か
け
る
「
袂
」「
袖
」
が
詠
ま
れ
る
。
と
く
に
「
袂
の
玉
」
と
い
う

表
現
は
和
泉
式
部
に
は
見
ら
れ
な
い
。

五
月
五
日
右
大
将
よ
り
、
さ
う
ぶ
あ
は
せ
し
た
る
あ
ふ
ぎ
に
、
く
す
だ
ま
を
お
き
て
「
こ
れ
が
か
ち
ま
け
、
さ
だ
め
さ
せ

給
へ
」
と
あ
り
し
に
、
と
の
は
左
大
臣
に
お
は
し
ま
し
し
か
ば

ひ
だ
り
に
や
袂
の
玉
も
む
す
ぶ
ら
ん
右
は
あ
や
め
も
ね
こ
そ
あ
さ
け
れ
（『
赤
染
衛
門
集
』
一
三
五
）

と
の
の
御
前
、
も
の
が
た
り
つ
く
ら
せ
給
ひ
て
、
五
月
五
日
あ
や
め
草
手
ま
さ
ぐ
り
に
し
て
「
け
ぢ
か
う
み
る
を
む
な
へ

し
を
」
と
て

わ
が
宿
の
つ
ま
と
は
み
れ
ど
あ
や
め
草
ね
も
み
ぬ
程
に
け
ふ
は
き
に
け
り
（
同
一
三
六
）

「
こ
れ
が
か
へ
し
せ
よ
」
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
か
ば

あ
や
め
ふ
く
宿
の
つ
ま
と
も
し
ら
れ
ざ
り
つ
ね
を
ば
袂
の
玉
と
こ
そ
み
れ
（
同
一
三
七
）

一
三
六
歌
道
長
の
歌
は
、
能
宣
の
「
昨
日
ま
で
よ
そ
に
思
ひ
し
あ
や
め
ぐ
さ
今
日
わ
が
や
ど
の
つ
ま
と
み
る
か
な
（
一
三
七
）」
を
踏

ま
え
て
言
い
換
え
た
歌
で
、
恋
歌
め
い
た
表
現
を
し
て
い
る
。
返
歌
は
、
そ
の
あ
や
め
草
は
宿
の
端
（
妻
）
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
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根
は
薬
玉
に
つ
け
て
袂
に
す
る
も
の
で
し
ょ
う
と
、
切
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
掛
詞
を
使
っ
て
の
応
酬
は
、
和
泉
式
部
と
同
時

代
の
表
現
で
あ
る
。

次
の
歌
は
　
灯
心
を
薬
玉
に
つ
け
て
贈
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
同
じ
事
な
ら
あ
や
め
草
の
長
い
根
を
ひ
い
て
ほ
し
い
も
の
だ
、
灯
心

に
根
を
か
え
て
さ
え
短
い
の
は
な
ぜ
、
と
返
し
て
い
る
が
、
赤
染
衛
門
の
他
の
歌
と
少
し
違
い
、
う
ち
と
け
た
遊
び
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。

五
月
五
日
、
か
た
ら
ふ
人
の
も
と
よ
り
、
く
す
だ
ま
お
こ
す
と
て

い
つ
と
て
も
こ
ひ
ぬ
に
は
な
し
け
ふ
は
い
と
ど
か
く
と
ば
か
り
の
あ
や
め
に
も
み
よ
（
同
三
〇
九
）

返
し
、
と
う
じ
み
の
ね
に
し
た
る
が
、
こ
と
に
な
が
ら
ね
ば

お
な
じ
く
は
な
が
く
ひ
け
か
し
あ
や
め
草
ね
を
か
へ
て
さ
へ
み
じ
か
き
や
な
ぞ
（
同
三
一
〇
）

な
ど
が
あ
る
。『
赤
染
衛
門
集
』
は
年
代
順
に
な
ら
ん
で
い
る
が
、
青
春
期
の
歌
に
「
あ
や
め
草
」
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
恋
愛
の
手
段

に
は
用
い
て
い
な
い
。
ま
た
、「
ほ
と
と
ぎ
す
」
な
ど
外
界
の
景
物
を
詠
込
む
歌
も
な
い
。
最
後
の
屏
風
歌
に
、「
五
月
雨
」「
軒
の
雫
」

が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
定
番
の
表
現
で
あ
る
。
赤
染
衛
門
の
「
あ
や
め
草
」
歌
は
ほ
ぼ
女
房
生
活
、
家
庭
生
活
の
屋
内
で
の
や
り

と
り
で
あ
る
。
そ
し
て
五
月
五
日
は
世
の
中
の
節
供
の
日
の
「
あ
や
め
草
」
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
上
で
の
歌
で
あ
り
、「
あ
や
め
草
」

を
自
ら
の
心
情
を
託
す
歌
材
と
し
て
は
詠
っ
て
い
な
い
。

三
　
和
泉
式
部
の
「
あ
や
め
草
」
歌
の
考
察
―
「
折
」
と
「
恋
」

和
泉
式
部
の
「
あ
や
め
草
」
及
び
「
あ
や
め
」
の
語
を
含
む
歌
は
、
家
集
中
に
二
十
九
首
あ
り
、
そ
の
う
ち
清
少
納
言
が
詠
ん
だ
歌
二

首
を
除
く
と
、
和
泉
式
部
の
歌
は
二
十
七
首
、『
詞
花
和
歌
集
』
一
首
、『
和
泉
式
部
日
記
』
に
一
首
あ
る
。
以
下
、『
和
泉
式
部
集
』
の

引
用
は
岩
波
文
庫
本
を
用
い
、
勅
撰
集
に
つ
い
て
は
、
引
用
は
す
べ
て
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
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一
覧
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。（
便
宜
上
、
通
し
番
号
を
ふ
っ
た
。
引
用
で
は
こ
の
通
し
番
号
を
使
用
す
る
。
尚
、
4
、
5
、
6
、

9
、
10
、
11
の
清
少
納
言
と
和
泉
式
部
の
贈
答
歌
は
第
五
節
で
詳
述
す
る
の
で
こ
こ
に
は
あ
げ
て
い
な
い
。）

〔
正
集
〕

1
真
菰
草
お
な
じ
汀
に
生
ふ
れ
ど
も
あ
や
め
を
見
て
ぞ
人
も
引
き
け
る
（
三
一
）

2
駒
の
足
に
く
ら
べ
て
み
れ
ど
今
日
は
な
ほ
菖
蒲
の
草
の
ね
こ
そ
せ
ち
な
れ
（
三
一
九
）

3
菖
蒲
草
よ
ど
の
な
が
ら
の
ね
な
ら
ね
ど
荒
れ
た
る
宿
は
つ
ま
と
こ
そ
見
れ
（
三
三
五
）

人
の
か
へ
り
ご
と
に
、
五
月
五
日

7
涙
の
み
ふ
る
や
の
軒
の
忍
ぶ
草
け
ふ
の
あ
や
め
も
知
ら
れ
や
は
す
る
（
五
一
九
）

五
月
五
日
、
粽
を
人
の
も
と
に
や
る
と
て

8
深
沢
田
み
ぎ
は
が
く
れ
の
真
菰
草
昨
日
あ
や
め
に
引
か
さ
れ
に
け
り
（
五
二
一
）

12
引
く
人
も
な
く
て
き
の
ふ
は
過
ぐ
し
て
き
て
我
が
忘
る
る
に
生
ふ
る
あ
や
め
は
（
五
四
七
）

お
な
じ
人
に

13
う
き
に
生
ひ
て
人
も
手
ふ
れ
ぬ
菖
蒲
草
た
だ
徒
に
ね
の
み
な
か
れ
て
（
五
八
五
）

14
あ
や
め
草
五
月
な
ら
ね
ど
わ
が
袖
に
人
知
れ
ぬ
ね
は
い
つ
か
絶
え
せ
ん
（
六
一
五
）

田
舎
な
る
人
に
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
結
び
て
、
い
と
長
き
菖
蒲
の
根
を
く
は
せ
て

15
そ
こ
ま
で
は
聞
こ
え
し
も
せ
じ
郭
公
袂
に
か
か
る
ね
を
見
て
を
知
れ
（
七
〇
〇
）

同
じ
頃
、
菖
蒲
の
香
の
す
ず
ろ
に
す
れ
ば

16
郭
公
忍
び
の
声
も
聞
こ
え
ぬ
に
ま
だ
き
も
こ
ゆ
る
あ
や
め
草
か
な
（
七
〇
四
）
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五
月
五
日
、
薬
玉
お
こ
せ
た
る
人
に

17
引
き
出
で
た
る
程
を
思
へ
ば
あ
や
め
草
つ
く
る
袂
の
せ
ば
く
も
あ
る
か
な
（
七
四
〇
）

ま
た
、
あ
る
や
う
に
あ
る
人
に
奉
る
と
て

18
心
根
の
ほ
ど
を
見
す
る
ぞ
あ
や
め
草
草
の
ゆ
か
り
に
引
き
か
け
ね
ど
も
（
七
四
一
）

ま
た
、
人
に

19
身
の
う
き
に
引
け
る
あ
や
め
の
あ
ぢ
き
な
く
人
の
袖
ま
で
ね
を
や
か
く
べ
き
（
七
四
二
）

忍
び
て
来
る
人
の
、
つ
と
め
て
、「
人
の
あ
ら
は
れ
ぬ
る
事
」
と
い
ふ
に
、
同
じ
五
日

20
引
け
ば
こ
そ
軒
の
つ
ま
な
る
あ
や
め
草
た
が
よ
ど
の
に
か
ね
を
と
ど
む
ら
ん
（
七
四
三
）

同
じ
朝
顔
の
花
を
、
人
の
も
と
よ
り

21
霧
の
間
に
見
し
朝
顔
の
花
を
こ
そ
け
ふ
の
あ
や
め
は
い
と
ど
分
か
れ
ぬ
（
七
四
四
）

そ
の
夜
、
早
う
見
た
る
人
々
来
合
ひ
て
、
あ
は
れ
な
る
物
語
な
ど
す
る
を
、
人
の
も
と
よ
り
、「
い
か
に
あ
や
め
の
ね

に
よ
そ
ふ
ら
む
」
と
い
ひ
た
る
に

22
あ
や
め
草
そ
の
ね
な
ら
ね
ど
時
鳥
な
き
こ
そ
し
つ
れ
も
と
の
人
と
て
（
七
四
五
）

〔
続
集
〕

五
月
五
日
に
、
あ
る
人
に

23
隠
れ
沼
に
生
ふ
る
あ
や
め
の
残
ら
ぬ
に
人
の
古
根
ぞ
悲
し
か
り
け
る
（
一
〇
八
五
）

と
こ
な
つ
　
ほ
と
と
ぎ
す
　
あ
や
め
ぐ
さ
　
こ
れ
を
人
の
よ
ま
せ
し

24
す
さ
め
ね
ど
心
の
か
ぎ
り
生
ひ
た
る
は
人
知
ら
ぬ
ま
の
あ
や
め
な
り
け
り
（
一
二
二
六
）
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五
月
五
日
、
雨
の
い
み
じ
う
降
る
日
、
独
り
言
に

25
今
日
は
な
ほ
あ
や
め
の
草
の
ね
ど
こ
ろ
も
水
の
み
増
る
心
地
こ
そ
す
れ
（
一
二
四
七
）

六
日
、
こ
の
精
進
す
る
男
の
も
と
よ
り
、「
昨
日
の
あ
や
め
も
知
ら
で
過
ぐ
し
て
」
な
ど
い
ひ
た
れ
ば

26
う
た
た
寝
に
や
が
て
淀
野
も
見
ぬ
人
は
ま
し
て
何
て
ふ
あ
や
め
や
は
知
る
（
一
二
四
八
）

五
月
五
日
、
人
に

27
今
日
は
な
ほ
軒
の
あ
や
め
も
つ
く
づ
く
と
思
へ
ば
ね
の
み
か
か
る
袖
か
な
（
一
三
六
六
）

「
堅
根
病
む
」
と
人
の
許
に
云
ひ
た
る
人
に
、
五
月
五
日
い
ひ
や
る

28
今
日
だ
に
も
引
き
や
は
捨
て
ぬ
隠
れ
沼
に
生
ふ
る
菖
蒲
の
か
た
ね
な
り
と
も
（
一
四
一
七

同
じ
日
、
忍
び
た
る
人
に

29
今
日
と
て
も
引
き
に
や
は
来
る
菖
蒲
草
ひ
と
し
れ
ぬ
ね
は
か
ひ
な
か
り
け
り
（
一
四
一
八
）

 
（
以
上
　「
和
泉
式
部
集
　
和
泉
式
部
続
集
」
清
水
文
雄
校
注
　
岩
波
文
庫
　
一
九
八
三
）

〔
詞
花
和
歌
集
　
三
一
一
〕

忍
び
け
る
お
と
こ
の
、
い
か
ゞ
思
ひ
け
む
、
五
月
五
日
の
あ
し
た
に
、
明
け
て
の
ち
帰
り
て
、
今
日
あ
ら
は
れ
ぬ
る

な
む
う
れ
し
き
、
と
言
ひ
た
り
け
る
返
事
に
よ
め
る

30
あ
や
め
草
か
り
に
も
来
ら
む
も
の
ゆ
へ
に
ね
や
の
つ
ま
と
や
人
の
み
つ
ら
ん

〔
日
記
〕

ま
た
の
日
、「
け
ふ
や
も
の
へ
は
参
り
給
ふ
。
さ
て
、
い
つ
か
帰
り
給
ふ
べ
か
ら
ん
。
い
か
に
、
ま
し
て
、
お
ぼ
つ
か

な
か
ら
ん
」
と
あ
れ
ば
、
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31
「
を
り
す
ぎ
て
さ
て
も
こ
そ
や
め
さ
み
だ
れ
て
こ
よ
ひ
あ
や
め
の
ね
を
や
か
け
ま
し
」

と
こ
そ
思
ひ
給
ふ
べ
か
り
ぬ
べ
け
れ
」
と
き
こ
え
て
、

 

（「
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
和
泉
式
部
日
記
　
和
泉
式
部
集
」　
野
村
精
一
校
注
　
新
潮
社
　
昭
和
五
六
）

〈
他
出
〉

通
し
番
号
19
　
正
集
　
七
四
二
番
歌

『
続
古
今
和
歌
集
』　
巻
第
三
　
夏
歌

人
の
許
に
薬
玉
つ
け
て
遣
は
し
け
る

身
の
う
き
に
ひ
け
る
あ
や
め
の
あ
ぢ
き
な
く
人
の
袖
ま
で
ね
を
や
か
く
べ
き

 

（『
校
註
国
歌
大
系
第
五
巻
　
十
三
代
集
』　
講
談
社
　
昭
和
五
一
　
復
刻
版
）

通
し
番
号
27
　
続
集
　
一
三
六
六
番
歌

『
後
拾
遺
和
歌
集
』　
巻
第
十
四
　
七
九
九

五
月
五
日
に
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
　
和
泉
式
部

ひ
た
す
ら
に
軒
の
あ
や
め
の
つ
く
〴
〵
と
思
へ
ば
ね
の
み
か
ゝ
る
袖
か
な

『
和
泉
式
部
集
』
に
は
、
多
く
の
重
出
歌
を
含
む
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
あ
げ
た
「
あ
や
め
草
」
歌
は
重
出
歌
を

み
な
い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
他
出
も
少
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
和
泉
式
部
の
「
あ
や
め
草
」
歌
に
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
作
が
な
い
こ

と
を
推
察
さ
せ
る
。

詞
書
を
も
と
に
詠
歌
の
状
況
を
分
類
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

五
月
五
日
と
五
日
に
関
わ
る
歌
　
二
十
五
首



―15―

詞
書
に
五
月
五
日
と
あ
る
も
の
十
三
首
（
か
へ
し
、
同
じ
日
な
ど
も
含
む
）

7
、
8
、
9
、
10
（
清
少
納
言
）、
11
、
17
、
20
、
23
、
25
、
27
、
28
、
29
、
30

詞
書
に
は
な
い
が
、
概
ね
五
日
詠
と
推
定
で
き
る
も
の
十
首

4
、
5
（
清
少
納
言
）、
6
、
13
、
15
、
18
、
19
、（

）
7

（
注21
）、
22
、
31

六
日
詠
二
首
（
五
日
を
意
識
し
て
い
る
歌
）

12
（
き
の
ふ
）、
26
（
六
日
）

そ
の
他

歌
群
ま
た
は
題
詠
の
中
の
一
首
（
詞
書
は
な
い
）
と
み
ら
れ
る
歌
二
首

3
　
掛
詞
、
縁
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
前
後
の
歌
が
や
は
り
詞
書
の
な
い
春
、
秋
の
歌
で
あ
る
の
で
、
本
来
は
題
詠
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

14
　
詞
書
の
な
い
連
作
（
正
集
六
〇
五
〜
六
二
二
）
の
う
ち
の
一
首
で
、
季
節
的
に
は
順
不
同

四
季
　
夏
歌
二
首
　

1
、
2

四
月
　
16

題
詠
　
24
（
と
こ
な
つ
　
ほ
と
と
ぎ
す
　
あ
や
め
ぐ
さ
　
こ
れ
を
ひ
と
の
よ
ま
せ
し
）

こ
れ
ら
の
「
あ
や
め
草
」
の
歌
に
は
、「
あ
や
め
」
に
関
わ
る
縁
語
掛
詞
の
類
が
、
実
に
多
様
な
か
た
ち
で
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。「
あ
や
め
草
」
の
「
根
」
を
「
音
」（
鳴
く
、
泣
く
）
や
「
寝
」
に
掛
け
る
掛
詞
は
、『
能
宣
集
』
に
み
る
ご
と
く
、
こ

の
時
代
に
は
常
套
的
表
現
で
あ
る
が
、
和
泉
式
部
に
お
い
て
は
「
心
根
」「
人
の
古
根
」「
堅
根
」
と
い
っ
た
、
ほ
か
に
例
を
見
な
い
語
彙

に
展
開
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。「
あ
や
め
草
」
と
「
こ
こ
ろ
ね
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
ほ
か
に
平
安
後
期
の
『
実
国
集
』
に
一
首
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あ
る
の
み
で
あ
る
し
、「
人
の
古
根
」、「
堅
根
」
は
和
歌
に
は
見
な
い
語
彙
で
あ
る
。
ま
た
、「
ね
」
の
縁
語
と
し
て
、「
よ
ど
の
」（
菖
蒲

の
産
地
「
淀
野
」
と
「
夜
殿
」
が
掛
詞
を
な
す
）
や
、「
寝
屋
」「
寝
所
」、「
荒
れ
た
る
宿
」、「
古
屋
」
な
ど
を
詠
み
込
み
、
恋
の
イ
メ
ー

ジ
豊
か
な
景
を
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
汀
に
生
え
る
「
あ
や
め
草
」
の
植
生
を
も
と
に
、「
深
沢
田
」（
和
泉
式
部
の
一
例
の
み
の
語
彙
）、

「
隠
れ
沼
」、「
泥う

き地
」（「
憂
き
」
と
掛
詞
を
な
す
）、
あ
る
い
は
水
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
「
雨
」
や
「
涙
」、「
流
れ
（「
泣
か
れ
」
と
掛
詞
）」、

「
水
の
み
増
さ
る
」
な
ど
の
悲
泣
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
表
現
に
展
開
さ
せ
て
い
る
。

詠
歌
の
状
況
か
ら
見
る
と
、
五
月
五
日
の
「
折
を
過
ぐ
さ
ぬ
」
こ
と
、
折
を
意
識
し
、
折
を
め
ぐ
っ
て
の
や
り
と
り
が
中
心
を
な
す
。

「（
あ
や
め
を
）
引
く
」
と
歌
う
歌
が
多
い
の
は
、
五
月
五
日
の
行
事
に
関
わ
る
行
為
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
た
だ
し
和
泉
式
部
の
場
合
、

1
真
菰
草
お
な
じ
汀
に
生
ふ
れ
ど
も
あ
や
め
を
見
て
ぞ
人
も
引
き
け
る
（
三
一
）

の
よ
う
に
、「
引
く
」
を
も
て
は
や
す
と
い
う
含
意
で
歌
う
例
が
多
い
。
ま
た
先
の
「
ね
」
に
ま
つ
わ
る
掛
詞
縁
語
、
汀
や
水
に
関
わ
る

表
現
の
展
開
か
ら
も
窺
え
る
こ
と
だ
が
、
和
泉
式
部
の
「
あ
や
め
草
」
歌
は
全
体
と
し
て
恋
の
孤
愁
を
歌
う
も
の
が
多
く
、
そ
れ
は
、
四

季
の
歌
や
題
詠
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
も
同
様
な
の
で
あ
る
。
詞
書
か
ら
窺
え
る
詠
歌
状
況
や
、
掛
詞
縁
語
の
様
相
に
留
意
し
つ
つ
、
和

泉
式
部
の
「
あ
や
め
草
」
の
歌
を
、
以
下
「
折
」
と
「
恋
」
の
二
つ
の
側
面
か
ら
考
え
た
い
。

五
月
五
日
の
「
折
」
の
歌
に
は
、
五
月
五
日
の
節
供
に
関
わ
る
歌
と
、
節
句
に
関
わ
る
「
あ
や
め
草
」
を
素
材
と
し
て
、
自
身
の
心
情

を
詠
ん
で
い
る
歌
と
が
あ
る
。
た
だ
し
和
泉
式
部
の
場
合
五
日
の
節
供
の
歌
と
い
っ
て
も
、
前
掲
歌
人
（
貫
之
、
能
宣
、
赤
染
衛
門
）
の

よ
う
に
、
節
供
の
行
事
の
場
や
、
邪
気
を
払
い
長
寿
を
願
う
歌
を
詠
む
わ
け
で
は
な
い
。
節
供
に
関
わ
る
歌
で
あ
っ
て
も
、
実
は
、
和
泉

式
部
は
自
身
の
思
い
を
訴
え
る
場
（
契
機
）、
思
い
を
託
す
表
現
（
景
物
）
と
し
て
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
節
供
に
関
わ
る
歌
を
考
察
す
る
。
節
供
の
物
と
と
も
に
詠
ま
れ
た
歌
は
、
8
粽
、
9
及
び
15
菖
蒲
の
根
を
お
く
る
、
17
（
18
）

薬
玉
で
あ
る
。
四
季
題
の
2
も
、
行
事
を
意
識
し
た
歌
と
い
え
よ
う
。
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8
の
歌
は
1
の
歌
の
心
を
別
の
角
度
か
ら
詠
ん
で
い
る
。
1
で
は
、
同
じ
汀
に
あ
る
の
に
真
菰
草
で
は
な
く
、
あ
や
め
草
を
人
は
選
ん

で
引
い
て
い
く
と
詠
む
が
、
8
で
は
、
真
菰
草
で
包
む
「
粽
」
の
た
め
に
、
顧
み
ら
れ
な
い
真
菰
草
が
、
五
月
五
日
に
は
あ
や
め
と
一
緒

に
「
引
か
さ
れ
て
」
抜
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。「
五
月
五
日
」
に
は
あ
く
ま
で
も
「
あ
や
め
草
」
が
主
役
で
、
真
菰
草
は
従

で
あ
る
。
そ
の
従
の
「
み
ぎ
は
が
く
れ
の
真
菰
草
」
が
、「
粽
」
と
い
う
五
月
五
日
に
必
要
な
食
べ
物
の
お
蔭
で
、
日
が
当
た
ら
な
い
も

の
が
表
舞
台
に
出
る
妙
を
取
り
上
げ
た
歌
で
あ
る
。

「
粽
」
は
卑
俗
な
〈
食
べ
物
〉
で
あ
る
か
ら
か
、
余
り
和
歌
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
和
泉
式
部
の
歌
の
中
に
は
、「
粽
」

が
詞
書
に
登
場
す
る
歌
は
8
の
他
に
三
首
あ
り
、
式
部
の
日
常
へ
の
細
や
か
な
配
慮
を
推
察
さ
せ
る
。
こ
の
う
ち
、
次
の
歌
も
、「
あ
や
め

草
」
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
が
、「
粽
奉
る
」、「
玉
」（「
薬
玉
」
で
あ
ろ
う
）、「
菰
」
な
ど
か
ら
、
お
そ
ら
く
五
日
詠
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

石
蔵
の
宮
の
御
許
に
、
粽
奉
る
と
て

深
沢
の
菰
を
ぞ
刈
れ
る
君
が
た
め
玉
は
衣
の
袖
に
か
く
ら
ん
（『
和
泉
式
部
集
』
五
〇
六
）

「
薬
玉
」
を
歌
う
17
歌
で
は
、
目
上
の
人
か
ら
薬
玉
を
賜
っ
た
が
、
そ
れ
を
つ
け
る
袂
が
狭
い
、
身
に
余
る
と
詠
む
。
18
歌
は
「
薬
玉
」

あ
る
い
は
「
菖
蒲
の
根
」
を
逆
に
贈
っ
た
五
日
詠
で
あ
る
が
、
17
歌
と
同
様
に
、
自
己
を
卑
下
し
た
詠
み
方
で
、
行
事
の
折
に
詠
う
歌
で

あ
り
な
が
ら
、
根
底
に
横
た
わ
る
屈
折
し
た
思
い
を
窺
わ
せ
る
詠
み
ぶ
り
に
な
っ
て
い
る
。

「
根
合
」
行
事
を
直
接
取
り
上
げ
た
歌
は
な
く
、
五
月
五
日
に
菖
蒲
の
根
を
贈
る
の
に
付
け
て
詠
ん
だ
歌
も
、
清
少
納
言
と
の
や
り
取

り
の
9
、
10
、
11
の
他
に
は
、
15
、
18
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
な
お
清
少
納
言
と
の
や
り
と
り
は
4
、
5
、
6
に
も
あ
り
、
ま
と
め
て
第
五
節

で
考
察
す
る
。

さ
て
、
15
の
歌
の
送
り
先
の
「
田
舎
な
る
人
」
は
、
ど
う
い
う
相
手
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
「
い
と
長
き
」
菖
蒲
の
根

を
く
わ
え
さ
せ
る
細
工
物
と
共
に
贈
る
こ
と
で
、「
根
」
に
時
鳥
の
鳴
く
音
、
自
分
の
泣
く
音
を
掛
け
、
相
手
の
居
る
「
其
処
」
な
ら
ぬ
、
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根
が
伸
び
た
「
底
」
ま
で
の
距
離
の
遠
い
こ
と
、
ひ
い
て
は
自
ら
の
泣
き
声
の
程
度
を
よ
そ
え
て
い
る
。
そ
こ
ま
で
は
聞
こ
え
は
し
ま
す

ま
い
、
私
の
袂
に
涙
の
か
か
る
泣
く
音
は
こ
の
長
い
根
を
見
て
察
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
作
り
物
の
趣
向
は
、
前
掲

の
『
能
宣
集
』（
三
六
九
）
の
根
合
の
歌
の
詞
書
に
「
州
浜
に
鶴
を
立
て
て
、
昌マ

マ

蒲
を
く
は
せ
て
、
書
く
れ
う
に
」
か
ら
も
推
測
さ
れ
る

よ
う
に
、
や
は
り
五
月
五
日
の
何
ら
か
の
行
事
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。
歌
の
内
容
は
音
信
の
な
い
相
手
へ
の
責
め
で
あ
る
が
、
根
を
く

わ
え
た
ほ
と
と
ぎ
す
を
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
き
声
を
よ
く
聞
き
菖
蒲
も
身
近
な
「
田
舎
な
る
人
」
に
わ
ざ
わ
ざ
贈
る
と
い
う
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
機
知
の
感
じ
ら
れ
る
歌
と
な
っ
て
い
る
。

四
季
題
の
2
は
、「
駒
の
足
」（
こ
ま
く
ら
べ
）
よ
り
、
菖
蒲
の
草
の
根
の
方
（
根
を
競
う
）
こ
そ
が
「
節
」
の
も
の
で
あ
る
と
歌
う
。

「
駒
の
足
」
の
「
音
」
よ
り
「
あ
や
め
草
」
の
「
根
」
の
方
が
す
ば
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
競
べ
馬
と
根
合
は
、
と
も
に
五
月

五
日
を
代
表
す
る
行
事
と
し
て
並
称
さ
れ
た
よ
う
で
、
和
泉
式
部
と
同
時
代
の
歌
人
の
藤
原
輔
尹
の
次
の
歌
も
あ
る
。

『
新
撰
朗
詠
集
』
上
　
夏 
（
新
編
国
歌
大
観
）

　
端
午 
 

 
 

 
 

輔
尹

く
ら
ぶ
べ
き
駒
も
あ
や
め
の
草
も
皆
同
じ
淀
野
に
引
け
る
な
り
け
り
（
一
四
八
）

節
供
に
ま
つ
わ
る
具
体
的
な
行
為
が
詠
ま
れ
て
い
る
歌
は
以
上
で
あ
る
。
こ
の
他
の
「
あ
や
め
草
」
歌
で
は
、
節
供
の
行
事
そ
の
も
の

を
歌
う
と
い
う
よ
り
、
五
月
五
日
に
は
「
引
く
」
―
も
て
は
や
さ
れ
る
が
、
五
日
を
過
ぎ
れ
ば
顧
み
ら
れ
ぬ
「
あ
や
め
草
」
に
、
自
身
を

投
影
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
あ
や
め
草
」
の
歌
に
は
「
今
日
」
と
い
う
言
葉
を
読
み
込
む
歌
が
、「
今
日
は
な
ほ
」（
2
、
25
、
27
）、

「
け
ふ
の
あ
や
め
」（
7
、
21
）、「
今
日
だ
に
も
」（
28
）、「
今
日
と
て
も
」（
29
）
な
ど
あ
り
、
五
月
五
日
と
い
う
折
意
識
の
強
さ
を
窺
わ

せ
る
が
、
こ
の
時
重
要
な
の
は
行
事
と
し
て
の
「
折
」
で
は
な
く
、
も
て
は
や
し
、
あ
る
い
は
も
て
は
や
さ
れ
ぬ
者
を
、
く
っ
き
り
と
分

か
つ
「
折
」
と
し
て
の
五
日
な
の
で
あ
る
。
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和
泉
式
部
は
こ
う
し
た
五
日
に
、
だ
れ
の
訪
れ
も
な
く
、
便
り
も
な
い
悲
哀
を
詠
む
。
12
歌
の
「
引
く
人
も
な
く
て
き
の
ふ
は
過
ぐ
し

て
き
」、
13
歌
「
う
き
に
生
ひ
て
人
も
手
ふ
れ
ぬ
菖
蒲
草
」、
20
歌
「
引
け
ば
こ
そ
軒
の
つ
ま
な
る
あ
や
め
草
」、
29
歌
「
今
日
と
て
も
引

き
に
や
は
来
る
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
が
、
23
歌
「
隠
れ
沼
に
生
ふ
る
あ
や
め
の
残
ら
ぬ
に
人
の
古
根
ぞ
悲
し
か
り
け
る
」
も
こ
の
類

で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
隠
れ
沼
に
生
え
て
い
る
あ
や
め
草
は
引
き
抜
か
れ
つ
く
し
て
古
根
も
残
っ
て
い
な
い
の
に
、
顧
み
ら
れ
な
い
「
人

の
古
根
」（
飽
き
ら
れ
て
し
ま
っ
た
自
分
）
が
悲
し
い
と
い
う
歌
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
意
を
凝
集
し
た
よ
う
な
「
人
の
古
根
」
と
い
う
表

現
が
注
目
さ
れ
る
。「
古
根
」
と
い
う
語
は
、
和
泉
式
部
の
歌
で
は
、
初
期
百
首
の
「
花
の
ふ
る
ね
」（『
和
泉
式
部
集
』
九
。
他
出
の
『
後

拾
遺
和
歌
集
』
四
八
で
は
「
萩
の
ふ
る
ね
」）、「
竹
の
ふ
る
ね
」（『
和
泉
式
部
集
』
一
四
三
八
）
が
あ
り
、「
竹
の
ふ
る
ね
」
は
、『
後
撰

和
歌
集
』
九
五
四
番
、『
拾
遺
和
歌
集
』
一
一
九
四
番
に
も
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
後
撰
集
の
「
笛
竹
の
本
の
古
ね
は
変
る

と
も
を
の
が
世
ゝ
に
は
な
ら
ず
も
あ
ら
な
ん
」
で
は
、「
古
根
」
は
「（
笛
竹
の
）
古
音
」
と
の
掛
詞
を
な
し
、
人
事
に
繋
が
る
表
現
、
す

な
わ
ち
「
古
く
か
ら
の
泣
き
声
」
の
含
意
を
読
む
む
き
も
あ
る
（
全
釈

）
8

（
注

）。
人
事
に
寄
せ
て
「
古
根
」
を
歌
う
の
は
こ
の
後
撰
集
の
歌
く

ら
い
な
の
だ
が
、
和
泉
式
部
は
「
人
の

0

0

古
根
」
と
い
う
表
現
を
編
み
出
し
、
忘
れ
ら
れ
た
存
在
を
歌
う
。
式
部
の
言
語
感
覚
の
斬
新
さ
、

ま
た
、
忘
れ
ら
れ
た
弧
愁
を
み
つ
め
る
感
性
が
よ
く
窺
え
る
表
現
で
あ
る
。

24
は
「
あ
や
め
草
」
の
歌
の
中
で
唯
一
の
題
詠
で
あ
る
が
、
夏
の
景
物
を
題
と
す
る
も
の
で
、
新
奇
な
題
で
は
な
い
。
歌
の
内
容
は
、

人
知
れ
ぬ
沼
で
あ
や
め
草
が
、
誰
か
ら
も
気
に
も
と
め
ら
れ
ず
、
も
て
は
や
さ
れ
も
せ
ず
、
一
心
に
生
い
茂
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
、

「
あ
や
め
草
」
を
擬
人
化
し
、「
す
さ
め
ね
ど
」「
こ
こ
ろ
の
か
ぎ
り
」
と
詠
む
こ
と
で
、
孤
独
を
叙
情
的
に
象
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
「
心
の
か
ぎ
り
」
も
和
歌
に
は
さ
ほ
ど
使
わ
れ
な
い
表
現
で
、
時
代
も
あ
ま
り
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五
月
五
日
の
歌
は
ほ
か
に
も
、
7
、
19
、
22
、
27
歌
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
孤
独
を
か
こ
つ
女
の
心
情
を
詠
っ
た
晴
れ
晴
れ
と
し
な
い

も
の
で
あ
る
。
7
歌
「
涙
の
み
ふ
る
や
の
軒
の
忍
ぶ
草
け
ふ
の
あ
や
め
も
知
ら
れ
や
は
す
る
」
を
例
に
み
る
と
、「
涙
の
み
ふ
る
」「
忍
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ぶ
草
」
な
ど
、
恋
歌
の
表
現
を
使
用
し
つ
つ
、
恋
情
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
人
を
恋
い
求
め
る
の
に
顧
み
ら
れ
な
い
孤
独
を
歌
っ
て
い
る
。

和
泉
式
部
に
と
っ
て
、
五
月
五
日
の
「
あ
や
め
草
」
は
、
む
し
ろ
も
っ
と
も
賞
美
さ
れ
る
は
ず
な
の
に
「
引
か
れ
ぬ
あ
や
め
」、
ひ
と

り
居
の
孤
独
、
顧
み
ら
れ
な
い
自
分
、
寂
寥
感
を
見
つ
め
さ
せ
る
歌
材
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
根
柢
に
あ
る
の
は
「
恋
」、
と
り
わ
け
独0

り
恋
う
る
悲0

し
み
で
あ
る
。
節
句
行
事
の
た
め
、
あ
や
め
草
の
根
を
引
き
贈
り
合
う
五
月
五
日
は
、
引
か
れ
ぬ
根
、
贈
ら
れ
ぬ
身
の
「
孤

悲
」
を
知
ら
さ
れ
、
確
か
め
る
「
折
」
で
も
あ
る
。「
折
を
過
ぐ
さ
ぬ
」
和
泉
式
部
が
と
り
わ
け
こ
だ
わ
っ
た
五
月
五
日
と
い
う
「
折
」

か
ら
、
和
泉
式
部
の
感
性
の
あ
り
か
を
よ
く
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
和
泉
式
部
続
集
「
あ
や
め
草
」
歌
群
（
25
、
26
）（
28
、
29
）

こ
の
和
泉
式
部
の
「
あ
や
め
草
」
歌
の
中
に
は
、
い
く
つ
か
の
歌
群
が
見
ら
れ
る
。
清
少
納
言
と
の
贈
答
歌
4
〜
6
、
お
よ
び
9
〜
11

の
二
種
類
（
第
五
節
で
考
察
）、
17
〜
22
、
25
、
26
と
、
28
、
29
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
25
、
26
、
28
、
29
を
考
察
す
る
。

25
、
26
歌
は
、
五
月
五
日
、
翌
六
日
と
続
く
連
作
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
25
歌
で
は
、
雨
が
強
く
降
る
五
月
五
日
、
男
の
訪
れ
が
な
い
な

か
の
「
独
り
言
」
で
、
今
日
は
一
層
あ
や
め
草
の
根
の
は
っ
た
所
も
雨
で
水
が
増
さ
る
よ
う
に
、
自
分
の
寝
所
は
涙
の
み
い
つ
も
に
増
し

て
流
れ
る
と
い
う
、
い
か
に
も
鬱
々
と
し
た
心
情
を
歌
う
独
詠
歌
で
あ
る
。
こ
の
25
歌
は
独
立
し
た
歌
で
あ
る
が
、
前
の
歌
は
詞
書
か
ら

み
て
こ
れ
に
関
連
し
た
内
容
で
あ
る
ら
し
く
、
物
語
的
展
開
を
よ
む
こ
と
が
で
き
る
。

25
歌
（『
和
泉
式
部
続
集
』
一
二
四
七
）
の
前
の
一
二
四
六
歌
と
詞
書
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

男
の
、
御
嶽
精
進
と
て
、
ほ
か
に
□
□
□
み
あ
れ
の
日
、
葵
に
挿
し
て

か
ざ
せ
ど
も
か
ひ
な
き
物
は
お
の
が
引
く
標
の
外
な
る
あ
ふ
ひ
な
り
け
り
（
続
集
・
一
二
四
六
）

こ
の
詞
書
の
「
男
」
が
、
26
歌
（『
和
泉
式
部
続
集
』
一
二
四
八
）
の
「
こ
の
精
進
す
る
男
の
も
と
よ
り
」
と
同
一
人
物
と
考
え
る
と
、
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男
（
夫
か
）
は
「
み
あ
れ
」
の
精
進
を
理
由
に
ず
っ
と
訪
れ
て
い
な
い
ら
し
い
。
そ
し
て
男
は
忘
れ
て
い
た
か
、
五
月
五
日
に
も
便
り
も

よ
こ
さ
ず
、
和
泉
式
部
が
「
独
り
言
」
を
歌
っ
た
翌
六
日
に
な
っ
て
、
言
い
訳
を
寄
越
す
の
で
あ
る
。
来
ら
れ
な
い
場
合
は
便
り
だ
け
で

も
よ
こ
す
の
が
「
折
」
を
わ
き
ま
え
た
行
為
な
の
に
、
と
い
う
悲
し
み
が
26
歌
の
趣
旨
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
あ
や
め
」
は
「
条
理
」
で
あ

る
が
、
淀
野
（
夜
殿
と
の
掛
詞
）
に
気
づ
か
れ
ず
生
え
て
い
る
あ
や
め
（
和
泉
式
部
自
身
を
よ
そ
え
る
）
の
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
あ
と

に
次
の
三
首
が
続
く
。

詣
づ
る
程
に
な
り
て
、
道
の
ほ
ど
着
る
べ
き
狩
衣
な
む
様
な
る
物
縫
は
せ
る

う
ち
交
は
し
寄
る
着
る
ま
じ
き
あ
さ
衣
は
縫
ふ
も
物
憂
き
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る
（
一
二
四
九
）

と
て
や
り
た
れ
ば
、
狩
衣
を
、「
着
よ
く
、
肩
な
ど
も
よ
し
」
と
い
ふ
事
を
い
ひ
た
れ
ば

か
り
衣
我
に
よ
そ
ふ
る
物
な
ら
ば
袂
よ
く
し
も
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
（
一
二
五
〇
）

縹
の
帯
の
所
々
か
へ
り
た
る
を
着
替
へ
て
、
男
の
お
こ
せ
た
れ
ば

馴
れ
ぬ
れ
ば
縹
の
帯
の
か
へ
る
を
も
か
へ
す
か
と
の
み
思
ほ
ゆ
る
か
な
（
一
二
五
一
）

精
進
が
終
わ
っ
た
男
（
夫
）
か
ら
、
金
峰
山
に
い
よ
い
よ
詣
で
る
に
あ
た
っ
て
狩
衣
の
注
文
が
あ
り
、「
袂
を
交
わ
し
て
着
る
わ
け
で

は
な
い
の
に
」
と
歌
を
つ
け
て
送
る
。
男
か
ら
は
催
馬
楽
を
引
用
し
て
調
子
の
よ
い
返
事
を
し
て
く
る
。
最
後
は
縹
の
帯
を
か
へ
す
―
別

れ
る
の
か
と
の
み
思
わ
れ
る
と
い
う
歌
で
一
段
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
男
（
夫
）
は
詞
書
に
の
み
表
れ
、
歌
の
や
り
と
り
は
記
述
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
省
い
て
式
部
の
歌
の
み
で
、
一
連
の
歌
物
語
を
構
成
し
て
お
り
、
こ
の
25
、
26
歌
は
歌
物
語
の
中
心
に
な
り
、
あ

ま
り
顧
み
ら
れ
な
い
妻
が
主
婦
と
し
て
の
役
割
果
た
し
つ
つ
も
、
孤
独
な
心
情
を
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
28
歌
の
詞
書
は
「
堅
根
（
腫
れ
物
の
『
ね
ぶ
と
』
の
こ
と
）
病
む
」
と
「
人
の
許
に
云
ひ
た
る
」
と
あ
り
、
和
泉
式
部
の
知
人

（
女
）
の
と
こ
ろ
に
「
堅
根
病
む
」
言
っ
て
き
た
人
（
男
）
に
、
五
月
五
日
と
い
う
折
を
捉
え
、
和
泉
式
部
が
贈
っ
た
歌
で
あ
る
。「
菖
蒲
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の
堅
い
根
で
す
ら
引
き
抜
か
れ
て
し
ま
う
今
日
で
す
か
ら
、
せ
め
て
今
日
だ
け
根
太
は
引
き
抜
い
て
捨
て
（
訪
れ
）
た
ら
ど
う
な
の
」

と
、
お
節
介
に
も
他
人
の
恋
人
に
贈
っ
て
い
る
。
歌
語
で
は
な
い
病
名
の
「
堅
根
」
か
ら
「
堅
い
根
」
の
掛
詞
を
見
出
し
、
揶
揄
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
同
じ
日
」
に
、
今
度
は
自
分
の
恋
人
に
29
歌
、「
ひ
か
れ
ぬ
あ
や
め
草
」
の
悲
哀
を
詠
っ
て
贈
っ
て
い
る
。
こ

の
二
首
は
出
だ
し
が
「
今
日
だ
に
も
」「
今
日
と
て
も
」、
二
句
目
は
「
引
き
や
は
捨
て
む
」「
引
き
に
や
は
来
る
」、
三
句
目
は
「
隠
れ
沼

に
生
ふ
る
か
た
ね
」「
菖
蒲
草
ひ
と
し
れ
ぬ
」
と
、
対
比
し
て
詠
ん
だ
よ
う
な
、
相
似
た
リ
ズ
ム
を
も
つ
。
同
じ
五
月
五
日
に
続
け
て
二

首
詠
み
、
一
首
は
知
人
の
恋
人
の
男
、
も
う
一
首
は
自
分
の
恋
人
と
、
二
人
の
男
に
贈
っ
た
歌
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
機
を
接
し
て
の
作

歌
と
い
う
点
で
は
一
首
の
連
作
で
あ
ろ
う
が
、
二
人
の
別
の
男
に
贈
っ
た
贈
歌
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
何
と
も
面
白
い
、
い
ろ
い
ろ
な

物
語
を
想
像
さ
せ
る
特
異
な
連
作
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
知
人
の
女
性
で
な
く
そ
の
男
の
方
に
歌
を
贈
る
と
は
、
男
と
和
泉
式
部
の
関

係
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
対
比
し
て
い
ま
の
恋
人
に
歌
を
贈
る
心
境
は
如
何
、
と
い
う
風
に
。

こ
の
二
種
の
歌
群
の
う
ち
、
25
、
26
歌
は
、
前
後
の
歌
を
合
わ
せ
て
六
首
の
歌
で
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
完
結
す
る
。
こ
れ
は
五
月
五

日
を
中
心
に
し
た
歌
物
語
で
あ
り
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
違
う
が
、『
和
泉
式
部
日
記
』
の
数
首
の
歌
の
贈
答
で
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ

た
場
面
を
作
り
、
そ
れ
か
ら
連
続
し
た
次
の
場
面
に
展
開
し
て
い
く
手
法
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
28
、
29
歌
は
、
同
日
に
二
人
の
男
に
歌

を
贈
る
と
い
う
詞
書
を
わ
ざ
わ
ざ
付
す
こ
と
で
、
あ
る
い
は
両
方
と
も
に
恋
人
だ
っ
た
の
か
と
思
わ
せ
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
喚
起
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
詞
書
を
含
む
巧
み
な
構
成
意
識
に
よ
っ
て
物
語
性
を
付
与
し
て
い
る
わ
け
で
、
優
れ
た
歌
人
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

和
歌
を
も
と
と
し
な
が
ら
物
語
的
構
成
を
な
し
得
る
和
泉
式
部
と
い
う
作
家
の
独
自
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
う
し
た
和
泉
式

部
の
作
家
性
が
、
五
月
五
日
と
い
う
「
折
」
に
こ
だ
わ
る
感
性
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
も
見
て
取
れ
よ
う
。
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五
　
清
少
納
言
と
の
「
あ
や
め
草
」
贈
答
歌

和
泉
式
部
の
家
集
に
は
、
贈
答
歌
の
ど
ち
ら
か
で
の
、
和
泉
式
部
自
身
が
詠
ん
だ
歌
は
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
相
手
の
歌
は
あ
ま

り
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
詞
書
に
は
記
述
さ
れ
る
が
、「
人
」
か
ら
の
贈
歌
、
返
歌
そ
の
も
の
は
採
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。
相
手

方
の
歌
が
わ
か
る
の
は
、
帥
の
宮
、
公
任
、
赤
染
衛
門
、
相
模
、
道
綱
、
伊
勢
大
輔
、
道
長
、
道
済
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
清
少
納
言

と
の
や
り
と
り
は
、
同
じ
「
あ
や
め
草
」
を
媒
介
に
、
清
少
納
言
の
返
歌
も
含
め
て
二
カ
所
（
A
群
、
B
群
と
す
る
）
に
出
て
き
て
い

る
。
こ
こ
で
は
二
人
の
間
で
「
あ
や
め
草
」
が
素
材
と
し
て
ど
う
詠
ま
れ
て
い
る
か
考
察
す
る
。

A
群4

流
れ
つ
つ
み
つ
の
わ
た
り
の
あ
や
め
草
ひ
き
か
へ
す
べ
き
根
や
は
残
れ
る
（
五
〇
三
）

同
じ
日
、
清
少
納
言

5
駒
す
ら
に
す
さ
め
ぬ
程
に
老
い
ぬ
れ
ば
何
の
あ
や
め
も
知
ら
れ
や
は
す
る
（
五
〇
四
）

か
へ
し

6
す
さ
め
ぬ
に
ね
た
さ
も
ね
た
し
あ
や
め
草
ひ
き
か
へ
し
て
も
駒
返
り
な
ん
（
五
〇
五
）

B
群

五
月
五
日
、
菖
蒲
の
根
を
、
清
少
納
言
に
や
る
と
て

9
こ
れ
ぞ
こ
の
人
に
引
き
け
る
あ
や
め
草
む
べ
こ
そ
閨
の
つ
ま
と
な
り
け
れ
（
五
三
八
）

か
へ
し 

 
 

 
 

 

　（
清
少
納
言
）

10
閨
ご
と
の
つ
ま
に
引
か
る
る
程
よ
り
は
ほ
そ
く
み
じ
か
き
あ
や
め
草
か
な
（
五
三
九
）

ま
た
、
か
へ
し
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11
さ
は
し
も
ぞ
君
は
見
る
ら
ん
あ
や
め
草
ね
見
け
ん
人
に
ひ
き
く
ら
べ
つ
つ
（
五
四
〇
）

A
群
の
4
の
歌
に
詞
書
が
な
い
の
で
、
4
は
清
少
納
言
と
の
贈
答
に
含
め
ず
（
こ
の
場
合
他
の
人
に
贈
っ
た
単
独
の
歌
と
す
る
）、
5
、

6
を
一
対
の
贈
答
と
見
る
全
釈
）
9

（
注

や
伊
藤
博
氏
）
10

（
注

の
解
釈
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
流
布
本
系
の
群
書
類
従
本
の
本
文
（
日
本
古
典
全
書
な
ど
）
11

（
注

）

「
清
少
納
言
に
」
の
よ
う
に
、
5
を
和
泉
式
部
の
歌
、
6
を
清
少
納
言
の
返
歌
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
4
は
「
詞
書

欠
落
」
と
み
て
5
の
「
同
じ
日
、
清
少
納
言
」
に
続
く
も
の
と
し
、
三
首
贈
答
歌
と
し
て
解
釈
す
る
立
場
で
、
萩
谷
氏
）
12

（
注

、
寺
田
透
氏
）
13

（
注

久

保
木
寿
子
氏

）
14

（
注

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
5
は
清
少
納
言
、
6
は
和
泉
式
部
の
歌
と
な
る
。

4
は
、
和
泉
式
部
の
他
の
「
あ
や
め
草
」
の
歌
の
定
番
で
あ
る
掛
詞
縁
語
、「
あ
や
め
草
」「
引
く
」「
根
」「
寝
」「
音
」
が
用
い
ら
れ
、

6
の
「
根
」「
寝
」「
あ
や
め
草
」「
引
く
」
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
と
、
5
の
詞
書
の
「
同
じ
日
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
前
歌
を
何
ら
か

の
か
た
ち
で
受
け
て
い
る
と
考
え
れ
ば
や
は
り
4
、
5
、
6
は
三
首
ひ
と
ま
と
ま
り
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
形
は
B
群
と
も
対
応
す
る
。

こ
の
4
の
歌
の
「
み
づ
」
は
、
摂
津
の
国
御
津
と
す
る
説
（
全
釈
、
文
庫
）
が
あ
る
。「
御
津
」
は
「
官
船
の
発
着
す
る
港
を
尊
ん
で

い
う
。」（
角
川
古
語
大
辞
典
）
で
、
何
カ
所
か
あ
り
、
難
波
の
御
津
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
の
「
み
づ
」
は
「
美
豆
」

で
あ
ろ
う
。「
美
豆
」
は
、
山
城
国
の
歌
枕
で
あ
り
、
摂
津
で
は
な
い
。「
角
川
古
語
大
辞
典
」
の
「
美
豆
」
の
項
目
に
は
、「
山
城
国
久

世
群
奈
良
郷
の
木
津
川
と
宇
治
川
の
合
流
す
る
付
近
の
地
（
京
都
市
伏
見
区
淀
美
豆
町
、
久
世
群
久
御
山
町
）。
こ
こ
は
古
く
美
豆
御
牧

（
み
づ
の
み
ま
き
）
が
置
か
れ
、
馬
寮
の
馬
を
肥
え
さ
せ
る
た
め
に
移
し
て
放
し
飼
い
に
し
、
諸
社
の
祭
り
の
料
の
馬
が
飼
わ
れ
て
い
た

（
左
右
馬
寮
式
）。
…
…
淀
川
を
挟
ん
だ
対
岸
の
西
淀
と
の
間
に
は
淀
渡
（
よ
ど
の
わ
た
り
）
が
あ
り
、
京
か
ら
奈
良
へ
の
淀
路
（
よ
ど

ぢ
）
は
こ
の
美
豆
み
つ
の
渡
（
雍
州
府
志
・
一
）
を
渡
っ
て
生
駒
山
脈
の
東
麓
を
南
下
し
た
」
と
あ
る
。

美
豆
は
、「
み
づ
の
み
ま
き
」
と
「
駒
」、「
あ
や
め
草
」「
真
菰
草
」
と
組
み
合
わ
せ
て
歌
に
詠
わ
れ
た
。『
恵
慶
法
師
集
』
二
一
二
番

歌
（
新
編
国
歌
大
観
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。



―25―

よ
ど
の
な
る
み
づ
の
み
ま
き
に
は
な
ち
か
ふ
こ
ま
い
は
へ
た
り
春
め
き
ぬ
ら
し

ま
た
『
枕
草
子
』
第
一
一
〇
段
「
卯
月
の
つ
ご
も
り
方
」
に
「
卯
月
の
つ
ご
も
り
方
に
、
初
瀬
に
詣
で
て
、
淀
の
渡
り
と
い
ふ
も
の
を

せ
し
か
ば
、
舟
に
車
を
か
き
す
ゑ
て
行
く
に
、
菖
蒲
、
菰
な
ど
の
末
短
く
見
え
し
を
、
取
ら
せ
た
り
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
清
少
納
言

も
初
瀬
詣
で
の
行
き
帰
り
に
通
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
清
少
納
言
の
熟
知
の
地
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
詠
み
か
け

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
流
れ
つ
つ
」
と
「
み
つ
の
わ
た
り
」
は
平
安
時
代
で
は
こ
の
歌
し
か
見
ら
れ
な
い
歌
枕
で
あ
る
（
中
世

に
な
る
と
後
鳥
羽
院
、
家
隆
が
詠
ん
で
い
る
）。「
引
き
返
す
」
は
も
と
の
所
の
戻
る
、
以
前
の
状
態
に
戻
る
、
昔
に
返
る
の
意
が
あ
る
。

歌
意
は
、
川
の
水
（
大
雨
で
水
が
増
し
た
か
）
に
押
し
流
さ
れ
て
、
美
豆
の
渡
り
の
あ
や
め
草
は
、
引
い
て
か
え
る
べ
き
根
は
残
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
掛
詞
の
意
を
含
め
ば
、
泣
い
て
ば
か
り
い
る
あ
や
め
草
は
、
も
と
に
戻
れ
る
よ
り
ど
こ
ろ
が
残
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
と
い
う
、
か
ら
か
い
の
歌
で
あ
る
。

5
は
清
少
納
言
の
歌
で
、
第
三
句
が
岩
波
文
庫
本
で
は
「
老
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
榊
原
本
影
印
）
15

（
注

は
「
お
ひ
」
で
あ
り
、「
新
編
国

歌
大
観
」、「
私
家
集
大
成
」
も
「
お
ひ
」
と
す
る
。
清
水
文
雄
氏
『
校
訂
本
和
泉
式
部
集

）
16

（
注

』
で
は
「
お
い
ぬ
れ
ば
」
と
あ
り
、
校
異
と
し

て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。「
お
ひ
」
で
あ
れ
ば
、「
生
ひ
ぬ
れ
ば
」
で
、
本
歌
と
し
て
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
る

大
荒
木
の
森
の
下
草
老
い
ぬ
れ
ば
駒
も
す
さ
め
ず
刈
る
人
も
な
し
（『
古
今
和
歌
集
』・
雑
上
・
八
九
二
・
よ
み
人
知
ら
ず
）

よ
り
「
生
ふ
」「
駒
」「
す
さ
め
ぬ
」「
菖
蒲
草
」
を
含
む
、
次
の
躬
恒
の
歌
の
こ
と
ば
が
近
い
。

生
ふ
れ
ど
も
駒
も
す
さ
め
ぬ
菖
蒲
草
か
り
に
も
人
の
来
ぬ
が
わ
び
し
さ
（『
拾
遺
和
歌
集
』・
恋
二
・
七
九
六
・
凡
河
内
躬
恒
）

躬
恒
の
歌
を
引
く
と
考
え
れ
ば
、
清
少
納
言
歌
の
歌
は
、
駒
に
さ
え
嫌
わ
れ
る
程
あ
や
め
草
が
茂
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
あ
や
め
か
ど

う
か
の
区
別
は
で
き
ま
せ
ん
よ
と
い
う
歌
意
に
な
る
。

し
か
し
、
躬
恒
自
身
の
歌
が
、
古
今
集
の
歌
を
引
い
て
の
詠
歌
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
と
す
る
と
、
す
で
に
躬
恒
の
歌
自
体
「
老
い
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ぬ
れ
ば
駒
も
す
さ
め
ぬ
」
の
意
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
6
の
和
泉
式
部
の
返
歌
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
れ
ば
、
馬
で

さ
え
、
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
ほ
ど
年
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
と
い
う
含
意
が
あ
る
と
み
る
方
が
わ
か
り
や
す
い
。

6
は
和
泉
式
部
の
返
歌
で
あ
る
。「
ね
た
さ
も
ね
た
し
」
は
ま
た
、
歌
の
用
例
の
少
な
い
表
現
で
あ
る
が
、『
和
泉
式
部
正
集
』
七
三
三

に
確
認
で
き
る
。
ま
た
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
堀
川
右
大
臣
頼
宗
の
歌
（
雑
二
・
九
一
一
）
に
も
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
頼
宗
の
歌
の
返

歌
は
和
泉
式
部
で
あ
る
。

「
こ
ま
か
へ
る
」
は
「
若
返
る
」
の
意
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
の
和
歌
で
は
や
は
り
用
例
は
少
な
い
。

あ
さ
つ
ゆ
の
け
や
す
き
わ
か
身
お
い
ぬ
と
も
又
こ
ま
か
へ
り
き
み
を
し
ま
た
む
（
人
丸
集
・
一
六
七
）

（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
の
人
丸
集
に
よ
る
。
人
丸
集
書
陵
部
本
は
「
若
か
へ
り
」
で
あ
る
。
和
歌
文
学
大
系

）
17

（
注17
）

こ
の
6
で
は
「
す
さ
め
ぬ
に
」
駒
か
ら
好
ま
れ
な
い
と
は
、
残
念
な
こ
と
、
く
や
し
い
こ
と
、
も
う
一
度
ひ
き
か
へ
し
て
も
、
ぜ
ひ
駒
返
り

し
ま
し
ょ
う
と
す
る
が
、
前
歌
の
清
少
納
言
の
歌
に
「
老
い
」
の
含
意
が
な
い
と
な
る
と
、「
若
返
る
」
と
解
釈
し
づ
ら
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
三
首
の
背
景
に
清
少
納
言
の
生
活
環
境
の
変
化
を
関
わ
ら
せ
て
考
え
る
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、『
和
泉
式
部
集
』「
あ
や
め
」

草
」
の
歌
群
と
し
て
考
え
た
い
。
清
少
納
言
の
恋
愛
生
活
の
何
事
か
を
知
っ
た
和
泉
式
部
が
4
の
歌
を
詠
み
か
け
、
清
少
納
言
が
「
駒
す

ら
に
す
さ
め
ぬ
」
あ
や
め
草
を
我
が
身
に
た
と
え
て
自
嘲
す
る
5
を
返
し
、
そ
れ
に
対
し
6
和
泉
式
部
が
「
ね
た
さ
も
ね
た
し
」
癪
に
障

る
と
憤
慨
し
、
暗
に
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
励
ま
し
て
い
る
。
な
お
「
駒
返
る
」
は
「
老
い
」
に
対
す
る
詞
で
あ
れ
ば
「
若
返
る
」
だ

が
、
4
の
「
ひ
き
か
へ
す
べ
き
根
や
は
残
れ
る
」
と
対
応
し
、「
駒
」
を
男
と
考
え
て
、
素
直
に
男
が
あ
な
た
の
も
と
に
帰
る
と
歌
っ
て

い
る
の
だ
と
も
解
釈
で
き
よ
う
か
。

B
群
の
三
首
は
、
A
群
よ
り
わ
か
り
や
す
い
。

9
こ
れ
こ
そ
が
昔
か
ら
人
が
引
い
て
き
た
あ
や
め
草
、
な
る
ほ
ど
寝
屋
の
端
（
妻
）
と
な
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
す
ね
。
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10
寝
屋
ご
と
の
端
に
葺
く
た
め
に
引
か
れ
る
も
の
に
く
ら
べ
る
と
、
細
く
て
短
い
あ
や
め
草
で
す
ね
。

11
そ
う
い
う
風
に
あ
な
た
は
見
る
で
し
ょ
う
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
根
（
寝
）
を
み
た
人
と
ひ
き
く
ら
べ
て
。

9
の
「
こ
れ
ぞ
こ
の
」
は
業
平
が
第
三
句
に
用
い
て
著
名
で
あ
る
が
（
古
今
・
雑
上
・
八
七
九
）、
初
句
に
用
い
る
の
は
、
中
世
以
降

の
歌
人
に
は
見
ら
れ
る
が
、
中
古
で
は
和
泉
式
部
以
外
に
な
い
。「
む
べ
こ
そ
ね
や
の
つ
ま
と
な
り
け
れ
」
は
、『
大
弐
高
遠
集

）
18

（
注

』
に
次
の

例
が
あ
る
。夏

く
れ
ば
淀
野
に
ね
ざ
す
菖
蒲
草
む
べ
こ
そ
人
の
つ
ま
と
見
え
け
れ
（
大
弐
高
遠
集
・
三
四
二
）

9
は
あ
や
め
草
の
根
を
清
少
納
言
に
た
と
え
て
、
い
か
に
も
寝
屋
の
妻
に
ふ
さ
わ
し
い
と
た
た
え
た
の
に
対
し
て
、
10
は
、
贈
ら
れ
た

あ
や
め
草
は
寝
屋
の
端
（
夫
）
を
葺
く
に
は
貧
弱
な
あ
や
め
草
だ
と
返
し
、
11
は
、
そ
の
あ
や
め
草
を
、
今
ま
で
連
れ
添
っ
た
い
ろ
い
ろ

な
人
と
引
き
比
べ
て
、
あ
な
た
は
そ
う
思
う
の
で
し
ょ
う
と
返
し
て
い
る
。
表
面
上
、
和
泉
式
部
が
贈
っ
た
菖
蒲
の
根
を
あ
れ
こ
れ
と

言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
お
互
い
の
恋
愛
生
活
を
俎
上
に
の
せ
て
、
か
ら
か
い
合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
軽
妙
な

や
り
と
り
で
あ
る
。

A
群
B
群
と
も
に
、
五
月
五
日
の
折
を
捉
え
、
お
互
い
意
を
通
じ
合
っ
た
も
の
の
み
が
理
解
で
き
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
こ
め
て
「
あ
や

め
草
」
を
俎
上
に
歌
う
歌
と
な
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
「
あ
や
め
草
」
は
根
、
寝
に
続
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
お
互
い
の
恋
愛

生
活
を
意
に
含
み
、
や
り
あ
う
歌
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
あ
や
め
草
」
は
、
和
泉
式
部
固
有
の
心
情
を
託
す
と
い
う
よ
り
、
当
意

即
妙
に
歌
を
返
す
た
め
の
、
い
い
素
材
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
や
り
と
り
は
和
泉
式
部
の
他
の
「
あ
や
め
草
」
歌
と
は
違
い
、
と
き
に
自

嘲
的
な
相
手
に
や
さ
し
く
応
え
る
歌
も
含
み
つ
つ
、
全
体
と
し
て
明
る
い
。
そ
れ
は
相
手
が
機
智
と
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
『
枕
草
子
』
の

作
者
、
清
少
納
言
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
『
和
泉
式
部
集
』
の
中
で
和
泉
式
部
を
諭
す
よ
う
な
歌
を
贈
っ
て
き
て
い
る
赤
染
衛

門
相
手
で
は
、
望
み
得
ぬ
軽
妙
さ
で
あ
る
。「
菖
蒲
の
根
」
を
贈
る
親
し
い
同
性
の
間
柄
な
ら
で
は
の
、
機
知
に
富
ん
だ
や
り
と
り
を
た
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ど
り
得
る
よ
う
に
、
和
泉
式
部
集
に
は
珍
し
く
、
清
少
納
言
側
の
返
歌
も
漏
ら
さ
ず
残
し
た
両
歌
群
は
、
和
泉
式
部
と
清
少
納
言
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
を
覗
き
見
す
る
よ
う
な
、
あ
る
種
の
物
語
的
興
味
を
喚
起
す
る
歌
群
と
な
っ
て
い
る
。

六
　
ま
と
め

五
月
五
日
の
節
供
の
「
あ
や
め
草
」
と
い
う
歌
材
を
詠
ん
だ
和
泉
式
部
の
歌
の
分
析
を
通
し
て
見
え
た
こ
と
は
、
ひ
と
つ
に
は
和
泉
式

部
の
言
語
感
覚
の
鋭
さ
で
あ
ろ
う
。
和
泉
式
部
は
、
そ
こ
に
普
通
和
歌
で
は
用
い
ら
れ
な
い
言
葉
を
さ
り
げ
な
く
組
み
合
わ
せ
る
と
い
っ

た
技
巧
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
定
番
の
掛
詞
を
使
用
し
て
も
、
思
わ
ぬ
視
点
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
一
見
何
気
な
い
よ
う
に
見
え
る
歌
で

も
、
必
ず
そ
の
歌
の
主
意
を
表
現
す
る
工
夫
が
見
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
が
さ
り
げ
な
く
行
わ
れ
て
い
て
る
の
で
、
気
が
つ
か
れ
な
い
。
ま

た
、
連
作
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
歌
の
配
列
や
そ
れ
を
最
大
限
活
か
す
詞
書
に
見
ら
れ
る
創
意
は
、
や
は
り
『
和
泉
式
部
日
記
』

の
作
者
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
ら
れ
る
。

和
泉
式
部
が
「
折
」
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
『
和
泉
式
部
日
記
』
で
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
で
は
「
五
月
五

日
」
の
「
折
」
の
何
が
大
事
な
こ
と
な
の
か
、
節
会
に
ま
つ
わ
る
行
事
や
長
寿
を
願
う
こ
と
が
、
和
泉
式
部
に
と
っ
て
の
「
折
」
で
は
な

い
。
も
て
は
や
さ
れ
る
存
在
と
忘
れ
ら
れ
た
存
在
の
対
比
が
「
あ
や
め
草
」
を
契
機
に
く
っ
き
り
と
分
か
た
れ
る
。
五
月
五
日
に
「
あ
や

め
草
を
引
く
」
と
い
う
行
為
が
、
反
対
に
「
ひ
か
れ
ぬ
あ
や
め
草
」
と
い
う
存
在
を
生
む
。
自
ら
を
そ
う
し
た
思
考
に
誘
う
「
あ
や
め

草
」
に
仮
託
し
て
表
現
で
き
る
。
そ
れ
が
、
和
泉
式
部
の
「
折
」
な
の
で
あ
る
。

和
泉
式
部
が
す
ぐ
れ
た
歌
人
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
当
時
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
、
言
わ
ば
あ
り
ふ
れ
た
歌

材
を
詠
ん
だ
歌
を
通
し
て
も
、
そ
の
表
現
の
独
自
性
や
個
性
の
一
端
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
よ
り
多
く
の
歌
が
そ
の
本
質
を
見

極
め
ら
れ
な
い
ま
ま
存
在
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。
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注
1
　「「
和
泉
式
部
集
　
和
泉
式
部
続
集
」
清
水
文
雄
校
注
　
岩
波
文
庫
　
岩
波
書
店
　
一
九
八
三
）

注
2
　  「
貫
之
集
・
躬
恒
集
・
友
則
集
・
忠
岑
集
」　
和
歌
文
学
大
系
19
　
田
中
喜
美
春
　
平
沢
竜
介
　
菊
池
靖
彦
著
　
明
治
書
院
　
平
成
九
年
）

注
3
　「
能
宣
集
注
釈
」（
増
田
繁
夫
校
注
・
訳
　
貴
重
本
刊
行
会
平
成
七
年
）

注
4
　「
赤
染
衛
門
集
全
釈
」（
関
根
慶
子
ほ
か
著
　
風
間
書
房
　
昭
和
六
一
年
）

注
5
　﹇
和
歌
植
物
表
現
辞
典
」（
平
田
喜
信
・
身
﨑
壽
著
　
東
京
堂
出
版
　
平
成
一
〇
年
）

注
6
　
注
3
に
同
じ

注
7
　
21
歌
は
岩
波
文
庫
本
の
注
に
「『
同
じ
』
の
次
に
『
日
』
な
ど
の
語
欠
落
か
」
と
あ
り
、
仮
に
「
日
」
を
入
れ
て
み
る
と
20
歌
と
「
同
じ
日

五
日
」
と
な
り
五
日
詠
と
な
る
。「
和
泉
式
部
集
全
釈
」
は
「
同
じ
。
五
日
」
と
区
切
っ
て
、
五
日
詠
と
解
釈
し
て
い
る
。

注
8
　「
和
泉
式
部
集
全
釈
」
佐
伯
梅
友
、
村
上
治
、
小
松
登
美
著
　
改
訂
版
　
笠
間
書
院
　
　
平
成
二
十
四
年

注
9
　
注
8
に
同
じ

注
10
　「
和
泉
式
部
　
和
歌
と
生
活
」
伊
藤
博
著
　
笠
間
書
院
　
平
成
二
二
年

注
11
　「
和
泉
式
部
集
　
小
野
小
町
集
」
窪
田
空
穂
校
注
（
日
本
古
典
全
書
）
朝
日
新
聞
社
　
昭
和
四
二
年

注
12
　「
清
少
納
言
全
歌
集
　
解
釈
と
評
論
」
萩
谷
朴
著
　
笠
間
書
院
　
昭
和
六
一
年

注
13
　「「
和
泉
式
部
」
寺
田
透
著
（
日
本
詩
人
選
　

8
　
筑
摩
書
房
　
昭
和
四
六
年
）

注
14
　「
実
存
を
見
つ
め
る
和
泉
式
部
」
久
保
木
寿
子
著
（
日
本
の
作
家
13
　
新
典
社
　
平
成
十
二
年

注
15
　「
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
9
　
榊
原
本
私
家
集
（
一
）」　
日
本
古
典
文
学
会
編
貴
重
本
刊
行
会
　
昭
和
五
三
年

注
16
　「
校
訂
本
和
泉
式
部
集
（
正
・
続
）」
清
水
文
雄
著
　
笠
間
書
院
　
平
成
六
年
　
新
装
版
）

注
17
　「
人
麻
呂
集
」
阿
蘇
瑞
枝
校
注
　
和
歌
文
学
大
系
17
　
明
治
書
院
　
平
成
十
六
年

注
18
　「
大
弐
高
遠
集
注
釈
」
中
川
博
夫
　
日
本
古
典
文
学
会
編
　
貴
重
本
刊
行
会
　
平
成
二
二
年

　
　
　「
万
葉
集
」、「
古
今
和
歌
集
」
は
、「
拾
遺
和
歌
集
」、「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
の
本
文
に
よ
る
。

　
　
　
引
用
　「
枕
草
子
」　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
18
　
松
尾
聰
、
永
井
和
子
校
注
・
訳
（
小
学
館
　
平
成
九
年
）

　（
東
京
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
人
間
科
学
研
究
科
在
籍
）

キ
ー
ワ
ー
ド

和
泉
式
部
、
和
泉
式
部
集
、
清
少
納
言
、
菖
蒲
、
あ
や
め
草
、
五
月
五
日


